
第４回議会報告会質疑応答記録（概要）  

平成２５年４月２７日(土) 午後７時から   地区名 塩尻東地区 

 

◎委員会報告 

総務環境委員会 

Ｑ１ 市民 

 ・大腸がん検診無料化の対象が６０歳までなのはなぜか。 

Ａ 五味議員 

 ・特定健診のためと理解しているが、後日調べて回答する。 

Ｑ２ 市民 

 ・昨年、日経新聞で議会改革度ランキングが掲載され、塩尻市議会は、一昨年の 148 位か

ら昨年は 25位に躍進した。議会基本条例やテレビ放映などの情報公開に努力していると

思う。今年の発表に期待したい。また、議会報告会を出前で行うなど、議会が身近なも

のとなり評価している。 

庁舎耐震について、必要な経費として理解するが、もっと早くすべきであった。原子力

が問題となっているが、耐震と併せ自然エネルギーを活用することが大事ではないか。 

地下水を活用した空調システムの導入を考えたらどうか。信州大学工学部の社会実験は

済んでいる。活用事例も出てきたと聞く。 

Ａ 永田議長 

 ・庁舎耐震化は、平成 25・26年の 2カ年で約 9億円の事業費で行う。自然エネルギーの活

用としては、太陽光を使う。市役所付近の地下水は水位が低く、難しいと思うが即答は

できない。確認する。 

Ｑ３ 市民 

 ・桔梗ヶ原なので、地下水はわからないが、お金をかければ技術的は可能だと思う。 

また、松塩用水も供給過剰となっている。水道水を使うことも考えるべきで、社会資本

を効率的に活用すべきだ。 

Ｑ４ 市民 

・公務員給与（退職手当）を下げるとのことだが、特別職である議員の給与はどうなって

いるか。 

Ａ 永田議長 

 ・議員報酬は月額 36万円であるが、昨年の 4月から公務員給料の引き下げに伴い、約 6,000

円程度引き下げられている。 

Ｑ５ 市民 

・商工会議所の会頭などの給料も税金から出ていると思う。公表すべきだ。 

Ａ 永田議長 

・会頭など役員は会費を払いながら無給である。当然職員の給料はある。市からの補助金

も出ているが、会議所の運営経費の補助であり、人件費は会員からの会費で賄われてい

る。 



福祉教育委員会 

Ｑ６ 市民 

・社会福祉センターの老朽化の問題で、重油漏れも未だ未回収である。市の説明では、改

築はせず、継続的に対応していくとのことだが、今まで回収のために 5,000 万くらいか

かっていると聞くが、優先順位というものがあるだろう。そのままにして、新たな無駄

なものを作るのか。 

民間感覚ではありえない話だが、議会は問題にしないのか。 

Ａ 鈴木議員 

・一般質問等で多くの議員が取り上げている。重油の回収量や費用についての関心が主な

もの。建替えについてははっきりしていない。費用の主なものは、観測井戸の関係や、

みどり湖に出たものを吸い取る作業をしている。建替えについては順番があり、広丘の

設計を行っており、同時並行にはできないという答弁だ。議会としては、老朽化という

こともあり広丘と同じように早くやってもらいたい。 

Ａ 五味議員 

・いままで 5,500 万円かかっているが未だ解決していない。継続して対応しながら、広丘

に手をつける。その後に考えるという話がまとまっている。 

Ｑ７ 市民 

・社会福祉センターは今のまま継続するのか。建替えは現在の場所か。 

Ａ 五味議員 

・社会福祉施設を３圏域に作る計画となっている。場所は未定である。 

Ａ 永田議長 

・議会の中でも、早く取り壊し、土を入れ替えるなど抜本対策をすべきだと言ってきた。

そうすると、何億円という費用がかかるのですぐにはできないといった回答が返ってき

ている。市の次の実施計画は平成 27年からということになるので、その中で検討するこ

とになると思う。建替えるとすれば、当然今の場所ではないと考える。 

 

経済建設委員会 

Ｑ８ 市民 

・除雪のことで、１０ｃｍ積もればやるということだが、どこで測っているのか。西条は

山が近く、雪解けも遅い。塩カルの対応もあるが、大門方向から来る。そうすると、道

路の左側で山の反対側から撒き、帰りに山側を撒くことになるため、解けにくい。放置

すると道路が凍み上がり、また道路の補修が必要になる。一番積もるところからかきは

じめ、山の陰になるところから塩カルを撒くようにして欲しい。 

Ａ 横沢議員 

・除雪は業者に委託していて、判断も業者が行っている。どうしても交通量の多いところ

から除雪しなければならない。最も効果的な方法を研究していくよう市に求める。 

Ｑ９ 市民 

・国道 20号バイパスの歩道の除雪だが、誰がやることになっているか。高校生が自転車で

通学するところで、やむなく車道を走行している。インター付近は大変危険であるので、



歩道の除雪をやってもらいたい。 

Ａ 横沢議員 

・管理者である国がやることになっているが、国の財政が厳しく対応できないのが現状だ。

人が多いところから除雪している。 

市の制度で、除雪協力補助金があるので、それを活用してお願いしたい。 

Ｑ１０ 市民 

・それは承知していて活用している。国道をやれば他の所ができなくなる。 

Ａ 横沢議員 

・国と協議するよう伝える。 

Ｑ１１ 市民 

・防犯灯のＬＥＤ化について、器具も電気料金も安くなるが、設置の補助は変えないとい

うことだが、節電等が言われているときに、行政が積極的に率先してＬＥＤ化を進める

べきではないか。 

Ａ 金田副議長 

・昨年も同様な意見が出ている。値下がりして居るし、街灯用に適しているものも開発さ

れてきているので、あるていど環境が整ったときに対応を考えたい。 

Ａ 永田議長 

・防犯灯ＬＥＤ化は、従来の地域づくり補助の考えではなく、環境問題として申し入れて

いきたい。 

Ｑ１２ 市民 

・マレットゴルフ場はいつから使えるのか。 

Ａ 横沢議員 

・業者が決まった段階で、36ホールの設計をしている。工程は聞いていないが、秋口頃に

はと思っている。確認する。 

Ａ 五味議員 

・6月 2日にゴルフオンパレードを予定している（協会で）。間に合うように言ってあるが、

現状をみると心配だ。間に合わせるよう働きかける。 

 

◎議会報告（信州Ｆパワープロジェクト） 

Ｑ１３ 市民 

・間伐材は何でも受け入れるのか。 

Ａ 永田議長 

・製材部門は、松と広葉樹ということになっている。発電は何でも良い事になっているが、 

森林組合が受入の窓口になるので、今後森林整備計画や経営団地化していく中で、どこ

の木を伐採していくかが決まってくる。また、松くい虫を防ぐために、松については現

地でチップ化して持ち込むこととなる。 

Ｑ１４ 市民 

・この辺は、唐松が多く伐期が来ている。計画だの何だのと、手続きが煩わしい。簡単に



しないと山の手入れは進まない。 

Ｑ１５ 市民 

・木材の搬出について、林道整備についての考え方は。 

Ａ 永田議長 

・林道は県が整備し、作業道は森林組合が整備することとなる。 

Ｑ１６ 市民 

・木材は十分との説明だが、片丘は水がないと思うがどうか。 

Ａ 永田議長 

・指摘の通りで、計画当初は地下水を想定していたが、地元説明会で水が足りないことが

分かった。そのため、熱処理の仕組みを水冷式から空冷式に変えた。また、発電等に必

要な水は、片丘浄水場から取水し、上水道を買っていただくこととした。 

 

◎意見交換会 

諏訪重機の管理型最終処分場について 

Ｑ１７ 市民  

・地元同意の必要がなくなったという条例はなぜ変わったのか。地元では言うことができ

ないのか。 

Ａ 金子議員 

・県でなければ正確な理由は分からないが、以前、安曇野市で産廃業者が廃棄物の埋め立

てをしようとした際、地元の反対で許可を出さなかったということがあり、業者が県を

相手取り裁判を起こし、県が負けた。整合を取るため条例を改正したと思う。 

Ｑ１８ 市民 

・タケエイと諏訪重機が倒産した際のことで地元は不信を持っている。県では地元への説

明の対象の区を 4 区としているが、比較的現地に近いみどり湖区を入れるべきだとお願

いし、対象となり、区長さんにも協力いただいている。これで、概要説明が終われば次

の段階に入る。ただ反対では済まない。なぜ反対なのかという理由が必要だ。勉強会等

を重ねていかなければならない。 

Ｑ１９ 市民 

・管理型の 5 層構造のゴムといことだが、原発の放射能汚染水のニュースでも水漏れが起

きている。破れないか信ぴょう性に疑問がある。何か対策はないか。 

Ａ 五味議員 

・法的にクリアされている設備であれば、問題を指摘するのは難しい。ただ、活断層の上

に設置はできないので、そこを研究する。 

Ｑ２０ 市民 

・民間会社であり、持ち込まれるものは市内のものとは限らない。塩尻市だけで対応する

のは無理。周辺の市町村を交えた対策が必要だと思う。 

 

区の運営について 



Ｑ２１ 市民 

・金井区は人口が 220 人程度で高齢化も３５％くらいだ。役員も 1 人で３～４やらなくて

はならない。自主的に役を減らした。都市部では、人はいるが区に加入しないという問

題があり、根は同じことだ。一つの区だけでは解決できない。区としてなくてはならな

いものと、合同で良いものを分けるなどの対策をして欲しい。 

 

有害鳥獣対策について 

Ｑ２２ 市民 

・人家近くに出るようになり、わなの免許を持つ人が増えたが、わなにかかっても駆除す

る人がいない。銃が使えなければ、わなを切ってしまう。猟友会の話によると、銃の免

許はとっても、警察で許可がなかなか出ないらしい。そこを何とかして欲しい。 

 

市民との意見交換について 

Ｑ２３（要望） 市民  

・テーマがたくさんあって、短時間では無理。個別の課題を突き詰めた話をする機会が欲

しい。 

 

 


